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第2図　地温の日変化　（天気は終日快晴であった）

翌タ刻には凍結層が融解し，水分が上昇して，地表が

多湿になることによって確かめられた。密植区の不凍

結層は日中融解して生じたもので，チーズ状凍結層が

時刻

差が顕著で，疎植区の乾

燥にくらべ密植区は多湿

であり，その差は一見し

て明らかであった。疎植

区の表層2cmは著るしい

乾燥のためにおこるもの

と考えられた。このこと

は地表をビニールフイル

ムで覆うと，日中の地表

温は200C以上に昇り，

日中はなかば融解して，下層水分が多少上昇するもの

と考えられ，多湿であった。

や

第5表被害、繁茂の程度および地面状態

総灘圃、2．

被害程度

（1月26日）

枯死株歩合（％）

（5．2）

茎数（本／1ず）

（12．26）

被覆度（％）

（1．26）

地面状態

（1．26）

標準肥

多肥

標準肥

多肥

標準肥

多肥

標準肥

多肥

標準肥

多肥

粒

20　25　50

士　升　冊　

升　冊　世

士　　什　十ト〜惜　モ〜冊　冊　　冊

0　　　　56　　　　　64　　　　　70　　65　　　　55

0　　　　61　　　　　61　　　　　46　　67　　　　61

1，840　　　590　　　240　　　　128　　　　94　　　　48

2，040　　600　　515　　　18i5　　106　　　65

651510　555

70　　　25　　　　15　　　　10　　　　5　　　　5

1α〜16　　0b　　　Ob　　　Ob　　Ob　　Ob

1α〜16　　0b　　　Ob　　　Ob　　Ob　　Ob

10

粒

5　　　　10　　　　15　　　　20　　　　25　　　　50

土　

±；　±　

：±；　：上〜十土〜十

士　

士　

士　

±；土〜十土〜十

0　0　5　8　　5　10

0　0　5　8　　4　

10

4，000　

1，45（）　　799　　505　　275　　210

4，QOO　　1，540　　　768　　　558　　　595　　　242

95　　　　65　　　45　　　i50　　　25　　　　15

95　　　　80　　　45　　　　50　　　25　　　　15

1α　　　0α　　　Ob　　Ob　　Ob　Ob

1α　Oα〜1α　Ob　　Ob　　Ob　Ob

地面状態

湿　I　b：地表面全体が湿っている。

いα＝大部分が湿っているが藷り上ったところは乾いている。

↓　0α：大部分が乾いているが，くぼんだところは湿っている。

乾　Ob：全体が乾いている。

2．被覆度・地面状態および被害

被覆度・地面状態および被害程度等を第5表に示し

た。被害は主として乾燥に，一部は低温によるものと

考えられ，葉の萎凋・枯死・個体の枯死から，株全体

の完全な枯死までがみとめられた。

2粒区では5cm区のみが他と異なり，地表は多湿で

被害は小さかった。その他の区はいずれも地表は乾燥

し，被害は甚だしかつた。

10粒区では播種間隔が小さくなるにつれて，被覆度

は大きく，地表は多湿であつた。被害程度との関係で

は，10粒区は2粒区と異なり，播種間隔が大きくなる

につれて，被害が多少大きくなる傾向はあったが，調

査時点においては5e�p区でも土〜＋程度，枯死株率は

いずれも10％以下で，被害は概して小さかった。10粒

区においても間隔の大きい区では，被覆度小さぐ，2

粒区と同程度に発達したコンクリート状凍結層を認め

たが，後述するように根系の発達が比較的良好ぞ，下

層水分の吸収が可能であるために，被害は小さかった

ものであろう。

生育の良好な多肥区は，標準肥区にくらべ，わずか

�





